
令和元年度 農研機構マッチングフォーラム in 中国四国

日時 ： 令和元年１１月１３日（水） ９：３０～１７：００

会場 ： 岡山国際交流センター（岡山市）

２階国際会議場および地下１階レセプションホール

主 催 農林水産省、農研機構西日本農業研究センター
後 援 農林水産省中国四国農政局、岡山県、

特定非営利活動法人中国四国農林水産・食品先進技術研究会





開催趣旨 

農業現場のニーズを踏まえた研究の推進と研究成果の現場への迅速な普及・実用化を促進する

ため、生産者、農業団体、行政・普及関係者、研究者が双方向の意見・情報交換を行う地域マッチン

グフォーラムを開催いたします。 

我が国の農業現場では、担い手の高齢化が進み労働力不足が深刻となるなか、農作業のさらなる

省力・軽労化、それによる経営面積の拡大、新規就農者等への技術力継承等が重要な課題となって

います。これを解決するため農林水産省では、ロボット技術や ICT、データの活用・連携による超省

力・高品質高生産を可能にする新たな農業、いわゆる「スマート農業」の実現・普及を標榜していま

す。その最たる取り組みとして、平成 30年度より「スマート農業技術の開発・実証プロジェクト/スマー

ト農業加速化実証プロジェクト」を始動させ、生産現場が抱える課題解決に最も効果的なスマート技

術を導入し、経営改善効果の実証を進めています。本プロジェクト等の活用により中国四国地域の各

県では、中山間地、傾斜地農業などの地域に特異的な農業形態に適応するスマート農業技術の導

入が進んでいます。 

そこで本フォーラムでは、上記スマート農業実証事業の取り組みを中心に、種々のスマート農業技

術及び技術体系について紹介いただき、生産者団体、行政・普及組織、民間企業等との間でマッチ

ングを行うとともに、スマート農業技術の普及について参加者をまきこんだ総合討論を行います。



令和元年度 農研機構マッチングフォーラム in 中国四国 

 

中国四国地域におけるスマート農業の展望 

 

 

●●● プログラム･目次 ●●● 

 

 

 

◆ 開催日時 

令和元年 11 月 13 日（水）9:30～17:00  受付 9:00～ 

 

◆ 開催場所 

岡山国際交流センター 

（〒700-0026 岡山市北区奉還町 2-2-1 TEL:086-256-2905） 

  2F 国際会議場（講演・パネルディスカッション） 

B1F レセプションホール（ポスター発表～マッチング～） 

 

◆ プログラム 

9:30～9:40 開会挨拶（2 階国際会議場） 

農林水産省 大臣官房政策課技術政策室   

農研機構 西日本農業研究センター 所長      水町 功子 

 

9:40～14:50 第１部 講演（2 階国際会議場） 

〈農林水産省によるスマート農業関連事業の紹介〉9:40〜10:00 

農林水産省が進めるスマート農業実証プロジェクト事業について･･･････････････ 1 

農林水産技術会議事務局研究推進課 

 

〈農研機構における AI・データ活用に関する取り組み〉10:00〜10:15 

農研機構における農業情報研究･････････････････････････････････････････････ 9 

農研機構 農業情報研究センター WAGRI 推進室長        林 茂彦 

 

〈実証課題の紹介〉10:15〜14:50  



畑作 

① 担い手農地集積率 80％からの挑戦  !!「更なる水田フル活用による耕地利用率

125％・後継者への技術継承」に向けたスマート農業実証･････････････････････ 19 

出雲市斐川町水田フル活用体系確立実証コンソーシアム 

  島根県農業協同組合 斐川地区本部 営農部次長          玉木 勝義 

  農地保有適格法人 有限会社 グリーンサポート斐川 代表取締役  勝部 隆司 

 

（休憩 10:35～10:45） 

水田作（中山間） 

② 中山間地域における水稲栽培の地域営農利潤を最大化するスマートアグリシステ

ムの確立･･････････････････････････････････････････････････････････････ 27 

赤磐スマート農業実証コンソーシアム 

岡山県農林水産総合センター 普及連携部長          大内 和彦 

  株式会社ファーム安井 代表取締役              安井 正  

 

③ 集落営農法人による持続可能な中山間地域営農体系の実証･･･････････････････ 35 

SDGｓ未来杜市・真庭スマート農業オープンラボ 

  真庭市 産業観光部長                    新田 直人 

農事組合法人 寄江原 代表理事                矢萩 正孝 

 

④ 中山間水田複合作における省力化と新しい品種、販路等へ挑戦するスマート農業技

術活用体系の実証･･･････････････････････････････････････････････････････ 49 

中山間水田スマート農業活用実証コンソーシアム 

  農研機構 西日本農業研究センター 機械作業・情報グループ長  

奥野 林太郎 

  農事組合法人 ファーム・おだ 代表理事組合長         土本 伸幸 

 

⑤ 中山間地域における連合体の育成を見据えた集落営農法人の経営体質強化・次世代

人材の育成  ･･･････････････････････････････････････････････････････････ 65 

 集落営農法人連合体形成に向けた経営体質強化・次世代人材育成コンソーシアム 

   山口県農林総合技術センター 農業技術部 土地利用作物研究室 専門研究員        

前岡 庸介 

   農事組合法人 むつみ 代表                   山田 和男 



（休憩 12:05～13:10） 

B1F レセプションホールでポスター閲覧可 

 

第１部 講演（つづき）〈実証課題の紹介〉 

水田作（中山間） 

⑥ 自動運転トラクターやドローンを活用した中山間地水田作のスマート農業技術体系

の実証･････････････････････････････････････････････････････････････････ 73 

 四万十町水田作スマート農業実証コンソーシアム 

   高知県須崎農業振興センター 高南農業改良普及所 普及指導員  山﨑 裕子 

   営農支援センター四万十株式会社 アドバイザー        川村 陽三 

 

露地野菜 

⑦ 広島型キャベツ 100ha 経営スマート農業化プロジェクト（～管理職いらずの“フ

ラット組織”と“小規模水田適応機械”で、中山間地に新たな「省人大規模経営モ

デル」を生み出すシステムの提案～）･････････････････････････････････････ 81 

 広島型キャベツ 100ha 経営スマート農業実証コンソーシアム 

   県立広島大学 生命環境学部 環境科学科 教授          三苫 好治 

   株式会社 vegeta 代表取締役                  谷口 浩一 

 

⑧ 都市近郊小面積多筆数水田での加工業務用葉ネギ栽培のスマート実証農場･････ 93 

 尾野農園スマート農業実証コンソーシアム 

   香川県農政水産部 農業革新支援センター 主席専門指導員    松崎 朝浩 

   株式会社 尾野農園 代表取締役                尾野 弘季 

 

果樹 

⑨ レモンにおけるスマート農業機械等の一貫作業体系の実証･･････････････････ 103 

「瀬戸内レモン」スマート農業技術実証＆情報発信コンソーシアム 

   広島県西部農林水産事務所 東広島農林事業所 農村振興課長   角川 文教 

 

⑩ 未来型柑橘生産に向けた AI 等先端技術の導入によるスマート営農体系の実証･･ 109 

 愛媛柑橘スマート農業実証コンソーシアム 

   愛媛県南予地方局産業経済部 八幡浜支局 主幹        兵頭 洋仁 

   愛媛県南予地方局産業経済部 八幡浜支局 担当係長      山崎 文裕 



（休憩 14:50～15:00） 

15:00～15:55 第２部 ポスター発表～マッチング～（B1F レセプションホール）

関連成果のポスター ･･･････････････････････････････････････････ 114

16:00～16:55 第３部 パネルディスカッション（2 階国際会議場） 

「中国四国地域におけるスマート農業の将来ビジョン」

司会 ： 農研機構 西日本農業研究センター 営農生産体系研究領域

研究領域長 亀井 雅浩

パネリスト：島根県農業協同組合 斐川地区本部 常務理事本部長 山根 善治

真庭市 産業観光部長   新田 直人

県立広島大学 生命環境学部 環境科学科 教授  三苫 好治 

広島県西部農林水産事務所 東広島農林事業所

農村振興課長  角川 文教 

16:55～17:00 閉会挨拶 

農林水産省中国四国農政局生産部 部長 福嶋 正人 

主 催 農林水産省、農研機構 西日本農業研究センター 

後 援 農林水産省中国四国農政局、岡山県、特定非営利活動法人 中国四国農林水産・

食品先進技術研究会 

※農研機構（のうけんきこう）は、国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構の

コミュニケーションネーム（通称）です。
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ポスター発表 

 

１．スマート農業導入により水田園芸を組み入れた農地の高度利用への取組  

出雲市斐川町水田フル活用体系確立実証コンソーシアム  

 
２．中山間地域における水稲栽培の地域営農利潤を最大化するスマートアグリシステ

ムの確立  

赤磐スマート農業実証コンソーシアム  

 
３．集落営農法人による持続可能な中山間地域営農体系の実証  

SDGｓ未来杜市・真庭スマート農業オープンラボ  

 
４．中山間水田複合作における省力化と新しい品種、販路等へ挑戦するスマート農業

技術活用体系の実証  

中山間水田スマート農業活用実証コンソーシアム  

 
５．中山間地域における連合体の育成を見据えた集落営農法人の経営体質強化・次世

代人材の育成  

集落営農法人連合体形成に向けた経営体質強化・次世代人材育成コンソーシアム  

 
６．自動運転トラクターやドローンを活用した中山間地水田作のスマート農業技術体

系の実証  
四万十町水田作スマート農業実証コンソーシアム  

 
７．広島型キャベツ 100ha 経営スマート農業化プロジェクト  

広島型キャベツ 100ha 経営スマート農業実証コンソーシアム  

 
８．都市近郊小面積多筆数水田での加工業務用葉ネギ栽培のスマート実証農場  

尾野農園スマート農業実証コンソーシアム  

 
９．レモンにおけるスマート農業機械等の一貫作業体系の実証  

「瀬戸内レモン」スマート農業技術実証＆情報発信コンソーシアム  

 
10．未来型柑橘生産に向けた AI 等先端技術の導入によるスマート営農体系の実証  

愛媛柑橘スマート農業実証コンソーシアム  

 
11．ハウス内の光環境を適正化する自動調光システム  

広島県立総合技術研究所農業技術センター  川口  岳芳・上藤  満宏  

 

- 114 -



12．スマートマルドリシステムの構築  
⼭⼝県農林総合技術センター  岡崎  芳夫  

中島  勘太  
エコマス株式会社  安藤  ⻯⾺  

⽇進⼯業株式会社  中光  眞史  

⼭⼝県産業技術センター  吉⽊ ⼤司  

農研機構    星 典宏  

 
13．トンネル春夏ニンジンにおける ICT 栽培管理支援システムの開発  

徳島県立農林水産総合技術支援センター農産園芸研究課 スマート農業担当  

原田  陽子  

 
14．深層学習を利用した果実の熟度判断システムの開発   

徳島県立農林水産総合技術支援センター農産園芸研究課 果樹担当  

建本 聡  

 
15．ICT を活用した加工・業務用葉ねぎの省力安定生産技術の開発   

香川県農業試験場  十川  和士  

 
16．急傾斜法面対応小型草刈ロボットの開発  

農研機構  西日本農業研究センター  菊地  麗・奥野  林太郎・亀井  雅浩  

 
17．中山間地域の露地キャベツの周年安定生産のスマート化への貢献  

農研機構西日本農業研究センター  高橋  英博  

植山  秀紀  

株式会社ビジョンテック      岡田  周平  

 
18．全国版メッシュ農業気象データと栽培管理支援システム   

農研機構  西日本農業研究センター・農業環境変動研究センター  

 
19．スマート農業を支えるロボット農機  

農研機構農業技術革新工学研究センター  日髙  靖之  

 
20．スマート農業実証プロジェクト  

農林水産省農林水産技術会議事務局  

- 115 -



- 116 -



時期 9月 2月8月 1月7月 12月6月 11月5月 10月4月 3月

「見られる !」
ポイント

①自動運転トラクタ、②直進キープ田植機、③農薬散布ドローン、④水管理システム 、⑤ドローンリモートセンシング、
⑥衛星リモートセンシング、⑦自動運転食味・収量コンバインメッシュマップ機能付、 ⑧リモコン式自走草刈機要素技術

○中山間地域のほ場特性に応じた管理による収量・品質の向上
○高齢化担い手不足、省力低コスト化への迅速な対応の必要性

○水田特性によるほ場のゾーン分けと適正な栽培管理や農機導入による収益増
○収量 20％増、収量当たり生産コスト 10％削減、タンパク含有率 0.2％低減（高品質米ゾーン）

①自動運転トラクタ
　（(株)クボタ）

④水管理システム
　（(株)クボタケミックス）

⑦自動運転食味・収量コンバイン
メッシュマップ機能付（(株)クボタ）

　赤磐スマート農業実証コンソーシアム 実証面積：15ha

実証課題名 中山間地域における水稲栽培の地域営農利潤を最大化するスマートアグリシステムの確立

岡山県、赤磐市、岡山大学、(株)クボタ、(株)中四国クボタ、（一財）リモート・センシング技術センター、
EYアドバイザリー・アンド・コンサルティング(株)、(株)ファーム安井

構　成　員

背景・課題

実証する技術体系の概要

目　　標

収量・食味データとほ場特性の関係を
整理し、そこに様々なスマート農機や技
術を導入・活用することで、水稲の営農
利潤を最大化するシステムを作りあげ、
提案していきたい。
この赤磐市から日本の農業を変えてい

きたい！

本実証プロジェクトにかける想い

岡山県農林水産総合センター普及連携部普及推進課
e-mail:kazuhiko_ono1@pref.okayama.lg.jp（窓口：小野）

岡山県備前県民局農林水産事業部東備農業普及指導センター
e-mail:akinobu_nakajima@pref.okayama.lg.jp（窓口：中島）

問い合わせ先

▶実証代表

▶視察等の受入について

実証ほ場周辺の様子
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時期 9月 2月8月 1月7月 12月6月 11月5月 10月4月 3月

「見られる !」
ポイント

①トラクタ（自動操舵）、②直進キープ田植機、③ほ場水管理システム、④ラジコン草刈機、
⑤ドローン（防除・追肥・センシング）、⑥食味・収量コンバイン　など要素技術

○中山間地域の集落営農組織は、条件不利ほ場を含めた集落の農地を守る役割を担うため、農地
集積・規模拡大によって逆に作業効率が低下するという課題を抱えています。
○集落営農を次世代に引き継ぐため、新技術に関心を持つ若い担い手の確保・育成が重要です。

○地域に適した過剰装備とならないスマート農業一貫体系の実証と普及
○スマート農機の活用による労働時間 26％削減及び収量 13％向上
○スマート農機の稼働率を向上させるための機械シェアリング

③水管理システム
((株)クボタケミックス)

④ラジコン草刈機
((株)クボタ)

⑤ドローン
((株)クボタ)

 SDGｓ未来杜市・真庭スマート農業オープンラボ
　

実証面積：22.8ha

実証課題名 集落営農法人による持続可能な中山間地域営農体系の実証

岡山県、真庭市、岡山大学、（株）中四国クボタ、全農岡山県本部、真庭農業協同組合、
（一社）全国農業改良普及支援協会、岡山県立真庭高等学校、真庭スマート農機利用組合、（農）寄江原

構　成　員

SDGs未来杜市・真庭スマート農業オープンラボ
では、集落営農法人、若手農業者、行政、大学、農機
メーカー、農業高校など、地域のステークホルダーが
オープンな環境で実証を行っています。
集落営農組織が条件不利ほ場を含めた集落の農地

を守りながらも、儲かる営農を継続させるためには、
スマート農業技術の導入が必要不可欠であると考え
ます。
同じ課題を抱える全国の中山間地域の皆さま、と

もに次世代につなげる「儲かる」「楽しい」スマートな
営農を実現していきましょう。

背景・課題

実証する技術体系の概要

目　　標

本実証プロジェクトにかける想い

岡山県農林水産総合センター普及連携部普及推進課
e-mail:kazuhiko_ono1@pref.okayama.lg.jp（窓口：小野）

岡山県美作県民局農林水産事業部真庭農業普及指導センター
e-mail:takanori_nishikawa@pref.okayama.lg.jp（窓口：西川）

問い合わせ先

▶実証代表

▶視察等の受入について

蒜山三座を映す、田植え前の水田
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時期 9月 2月8月 1月7月 12月6月 11月5月 10月4月 3月

「見られる !」
ポイント

①リモコン草刈機と適用可能畦畔解析、②土壌センサ付き可変施肥田植機を活用した水稲新品種導入過程のスマート化、
③ほ場用水管理システムによる水管理の省力化、④食味計付き収量コンバインとKSAS乾燥システムによる分別集荷要素技術

○地権者が高齢化し、面積の大きい畦畔管理の安全化、省力化が急務である。
○ほ場の規模拡大が目指せない中山間地域では、実需ニーズや差別化が可能な水稲生産を行うこ
とが必要である。

○畦畔管理においては、1日の草刈面積を2倍にする。
○スマート農業技術の導入により、米の売上額10%増加を目標とする。さらに、収益改善効果を
総合的に評価し、償却費等を差し引いた上で所得の採算が保証されるための適正な導入技術費
用を明らかにする。

①リモコン草刈機 ②土壌センサ付き
可変施肥田植機

④食味計付き収量コンバイン
及びKSAS乾燥システム

中山間水田スマート農業活用実証コンソーシアム　 実証面積：53ha

実証課題名 中山間水田複合作における省力化と新しい品種、販路等へ挑戦するスマート農業技術活用体系の実証

農研機構西日本農業研究センター、広島県立総合技術研究所農業技術センター、広島県西部農業技術指導所、
（株）中四国クボタ、（農）ファーム・おだ

構　成　員

大型機械の導入による効率化が困難な中
山間地域ではありますが、スマート農業技
術を活用して、新たなチャレンジを行って
いきます。

問い合わせ先

背景・課題

実証する技術体系の概要

目　　標

本実証プロジェクトにかける想い

▶実証代表 農研機構西日本農業研究センター

農研機構西日本農業研究センター営農生産体系研究領域機械作業・情報グループ
smt_kengaku@ml.affrc.go.jp

▶視察等の受入について

実証地区の小田集落を臨む
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○中山間地域では所得や雇用の拡大を図るうえで、｢集落営農法人連合体」の形成が急務
○連合体の形成に向けて、各法人の水稲作業の省力化や収量・品質の向上に加え、法人の枠を超
えて栽培管理に関するデータの共有やノウハウを継承できる体制づくりが課題

○水稲部門の労働時間を20％程度削減、収益を20％増
○連合体の形成に向けた法人間のデータ連係としてほ場位置、栽培管理データを共有

⑤可変施肥田植機
　（井関農機（株））

⑦ラジコン除草機
（（株）クボタ）

⑧収量コンバイン、収量食味コンバイン

5 実証面積：27ha

実証課題名 中山間地域における連合体の育成を見据えた集落営農法人の経営体質強化・次世代人材の育成

（農）うもれ木の郷、（農）むつみ、（株）ヰセキ中国、（株）中四国クボタ、山口県農林水産部、
山口県萩農林水産事務所、山口県農林総合技術センター

構　成　員

中山間地域では、多くの不整形な水田や、
傾斜が急で広い畦畔の法面があります。私た
ちは２年間の実証により、地域に合ったスマー
ト農業技術を明らかにし、中山間地域で農業
に取り組む場合でも安心して安全に栽培管理
や作業ができるよう、スマート農業技術体系
の定着、法人間の栽培管理データの共有化、
人材育成のための研修体制を構築し、「集落営
農法人連合体」の形成を進めます！

▶実証代表 山口県農林総合技術センター　e-mail：a17201＠pref.yamaguchi.lg.jp

農業技術部　土地利用作物研究室　前岡庸介　tel：083-927-0211▶視察等の受入について
問い合わせ先

背景・課題

目　　標

本実証プロジェクトにかける想い

時期 9月 2月8月 1月7月 12月6月 11月5月 10月4月 3月

「見られる !」
ポイント

①GPSブロードキャスタ、②自動操舵システム、③システム連携トラクタ、④直進田植機、⑤可変施肥田植機、
⑥ラジコン除草ボート、⑦ラジコン除草機、⑧収量コンバイン　など

実証地区の斜面が急な畦畔の様子

要素技術

実証する技術体系の概要

集落営農法人連合体形成に向けた経営体質強化　　　　　　　　　　　　　　　　　　・次世代人材育成コンソーシアム 
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( ) TEL 0880 24 1030 e mail einou shien@shimanto.tv
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時期 9月 2月8月 1月7月 12月6月 11月5月 10月4月 3月

「見られる !」
ポイント

①自動操舵システム、②ネギ計画出荷支援システム、③加工業務用ネギ収穫機、
④ドローンセンシングによる生育把握と施肥要素技術

○都市近郊の混住化した地域での、狭小ほ場を集積しての営農と熟練作業員の減少や農業未経験
者の参入
○経験不足を補う生産方式の導入と作業時間の短縮

○自動操舵システム利用による精度の高い、畝立て施肥マルチング同時作業の実現
○ネギ収穫機・計画出荷支援システムによる軽労化と計画的生産・出荷の実現

①トラクタ後付け自動操舵システム
　（（株）トプコン）

②ネギ計画出荷支援システム ③加工・業務用ネギ収穫機

尾野農園スマート農業実証コンソーシアム 実証面積：10ha

実証課題名 都市近郊小面積多筆数水田での加工業務用葉ネギ栽培のスマート実証農場

香川県（農業経営課、農業試験場、中讃農業改良普及センター）、（株）尾野農園、（株）ニシザワ、
（株）ピアスタッフ、（株）喜多猿八、（株）中四国クボタ　高松事務所、JA香川県仲多度地区営農センター

構　成　員

背景・課題

実証する技術体系の概要

目　　標

私たちの課題は四国地域で露地野菜（加
工業務用葉ネギ栽培）におけるスマート農
業体系を実証するものです。
担い手の確保が困難になる中、多筆数の

狭小なほ場でスマート農業技術を有効活
用して、次世代の担い手が夢を描けるス
マート農業経営を目指します。

本実証プロジェクトにかける想い

香川県農政水産部農業経営課　農業革新支援センター　松崎
e-mail：sm6588@pref.kagawa.lg.jp　tel:087-814-7319

実証代表又は中讃農業改良普及センター　tel:0877-62-1022
問い合わせ先

▶実証代表

▶視察等の受入について

瀬戸大橋 讃岐富士（飯野山）

尾野農園圃場エリア

自動操舵システム

RTK-GPS システム

GPS 連動施肥システム
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テ
ィ
ー

ア
ン
ド
ケ
イ

21栃
木

関
 東
甲
信
・
静
岡

23
24

27
26

25

22

17
18
19
20

21

富
山

布
目
沢
営
農

31新
潟

㈱
白
銀
カ
ル
チ
ャ
ー

28

㈲
米
八

29

高
野
生
産
組
合

30

石
川

夢
耕
坊

32 福
井

㈱
若
狭
の
恵

33

エ
コ
フ
ァ
ー
ム
舟
枝

34

田
中
農
園
㈱

35

北
 陸

3128
29
30

32
33

34
35

仙
台
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱

荒
井
事
業
所

11宮
城

㈲
ア
グ
リ
ー
ド
な
る
せ

10青
森

㈱
十
三
湖
フ
ァ
ー
ム

7

お
と
べ
農
産 （

同）
8

㈱
ア
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

9岩
手

山
形

沼
澤
農
場

14 福
島

㈱
紅
梅
夢
フ
ァ
ー
ム

15

㈱
ア
グ
リ
鶴
谷

16秋
田

園
芸
メ
ガ
共
同
利
用
組
合

13

た
ね
っ
こ

12

東
 北

11
107

8
9

14
15 16

13

12

北
 海
 道

白
石
農
園

1

㈲
新
田
農
場
ほ
か

2

岡
田
農
場

4

㈱
鹿
中
農
場

3

㈱
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
農
園
ほ
か

5

TM
R
セ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ス
＆

漆
原
牧
場

6

1
2

4

3

5
6

畑
作

水
田
作
(大
規
模
)

水
田
作
(中
山
間
)

水
田
作
(輸
出
用
)

花
き

果
樹

茶
畜
産

施
設
園
芸

露
地
野
菜

ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
証
農
場

※
令
和
元
年
度
～
２
年
度
で
実
証

（農
）上
直
江
フ
ァ
ー
ム
、
常
松
種
苗
㈱

62

63
64

65
66

67
68

55
56

54 57
58

59

60
61
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本資料からの引用・転載にあたっては、必ず発表者の了解を得てください。 
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